
本年 7 月に発生した西日本豪雨災害で被災した真備町
は、地形的に甲府盆地のミニチュアと言えます。したがっ
て、真備町の水害は山梨県民にとって他人事ではありま
せん。防災意識の低い県民性、最近の低い避難率、甲府
盆地が真備町の 10 倍以上の浸水人口・面積であることを
考えると、対策がなければ大規模洪水時には甲府盆地では
多くの犠牲者が発生することになります。
そこで、真備町で被災経験をされた高知県立大学大学院の
神原教授に基調講演をして頂き、被災地の現状をご紹介いただ
くとともに、大学、国土交通省、山梨県、県内市町村、地区住民
などが参加して、甲府盆地の広域避難、今後の洪水対策のあり方に
ついて、ソフト、ハード対策の両面から議論を行いたいと思います。住民・
行政を問わず、多くの県民の皆様の参加をお願い致します。

日 時

会 場

12月 25日（火）
13:30～ 16:10

山梨県立図書館
　　　２階多目的ホール
 山梨県甲府市北口２丁目１１

( 受付開始時間１３：0０～ )

「水害時における避難者の
　　　特徴と健康支援活動」

「真備町の教訓を甲府盆地の広域避難に生かす」

高知県立大学大学院教授
神原咲子先生

専門は災害看護。真備町の実家で西日本豪雨に
遭遇。被災者のために「これから手帳」を制作。
国内外で精力的に活動。災害に関する健康リス
クを減らす減災ケアを提唱。
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防災シンポジウム
真備町の教訓を甲府盆地の
広域避難に生かす
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このシンポジウムは国土交通省の河川砂防研究開発制度の助成を受けて実施します

主催：山梨大学地域防災マネジメント研究センター　後援：国土交通省甲府河川国道事務所、山梨県
お問合せ：山梨大学　土木環境工学科　防災研究室　Tel: 055-220-8531

参加費 無料・申込不要
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